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■放送
第93回 「すすめ！赤レンガ・チャレンジ！」
ウィークリー赤れんが 2010

(♪ウィークリー赤れんが)副音声は解説放送

ﾅﾚｰｼｮﾝ：番組から、特別プレゼント
　　　　ゆめぴりかブレンドを、10名様に。
　　　　締切りは、5月31日まで
　　　　ぜひ、ご応募ください

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：あしたの、北海道のために
　　　　　   自分たちが、できること。
　　　　　   それはつねに、チャレンジすること

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガ・チャレンジ、「赤レンガはちプロ」！

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガチャレンジ「子ども歴史教室」！

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：職員のアイデアと情熱ではじまる「赤レンガ・
　　　　　　チャレンジ事業」、いま、新しいチャレンジも、
　　　　　　続々進行中です。

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガチャレンジ「出前講座」！

男性道職員：北海道のために
女性道職員：できること。
男性道職員：まだまだやります。

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：チャレンジ！　総合振興局＆振興局！

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：特別な予算を使わずに、職員の知恵と工夫で
　　　　　   道の人材や施設などを有効に活用して道民の
　　　　　   みなさんへよりよいサービスを行う事業、
　　　　　   それが、「赤レンガ・チャレンジ事業」です。
　　　　　   では、そのいくつかを紹介しましょう。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：ここは、道庁の屋上です。
　　　　　   おや、木箱の中に、たくさんの蜂がいます！
　　　　　   そうなんです、実は、ミツバチを飼っている
　　　　　　 んです。
　　　　　   道の職員と養蜂協会が力を合わせて蜂蜜を
　　　　　   つくるプロジェクト、「赤レンガはちプロ」。
　　　　　   先日、とれた蜂蜜を高橋知事におくる贈呈式も
　　　　　   行われました。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：とれた蜂蜜は、赤れんがの売店で販売され、
　　　　　   道庁のレストランでも、料理に使われています。
　　　　　   みなさんも、ぜひお試しください。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：お、こどもたちが、古文書を読んでいますよ。
　　　　　  実はいま、道立文書館の職員が企画した、
　　　　　  「夏休み子ども歴史教室」が行われています。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：チャレジ名は、「ほっかいどう未来づくり
　　　　　  出前講座」。
　　　　　  道の職員が企業や町内会へ出向き、これからの
　　　　　  道政のあり方などについて、みなさんに説明を
　　　　　  しています。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:北海道の養蜂事業に関心をもってもらい、
　　　　　　 蜂蜜の消費拡大につなげようと、この
　　　　　　 プロジェクトをはじめました。
 　　　　  　周りに緑もたくさんあるので、環境もいいんですよ。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:直接会って話せますし、わかりやすいと好評です。

日高振興局:こちらは、日高です。
 　　　　　日高では、土地改良区と小学校が連携して
 　　　　　行う、子どもたちの田植えや稲刈りなどの
 　　　　　体験学習を支援しています。

桧山振興局:こちらは、檜山です。
　　　　　 檜山では、リサイクル活動にチャレンジしました。
　　　　 　出張など外にでる機会を利用して、職員みんな
　　 　　　で駐車場などの空き缶やペットボトルを
　 　　　　回収しました。

渡島総合振興局:こちらは、渡島です。　渡島では、
　　　　　　　 森林づくりの大切さなどを子どもたちに
               伝えるために木育の紙芝居をつくりました。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:文書館には、たくさんの古文書があります。
 　　　　　　その古文書を使って、開拓時代の北海道を
 　　　　　　教えています。
 　　　　　　また、一般の方にも「古文書解読講座」を
 　　　　　　開いています。

北海道職員:ウィークリー赤れんが。今回は、
 　　　　　すすめ！赤レンガ・チャレンジ！

(♪ウィークリー赤れんが)副音声は解説放送

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：あしたの、北海道のために
　　　　　   自分たちが、できること。
　　　　　   それはつねに、チャレンジすること

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガ・チャレンジ、「赤レンガはちプロ」！

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガチャレンジ「子ども歴史教室」！

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：赤レンガチャレンジ「出前講座」！

男性道職員：北海道のために
女性道職員：できること。
男性道職員：まだまだやります。

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：チャレンジ！　総合振興局＆振興局！

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：特別な予算を使わずに、職員の知恵と工夫で
　　　　　   道の人材や施設などを有効に活用して道民の
　　　　　   みなさんへよりよいサービスを行う事業、
　　　　　   それが、「赤レンガ・チャレンジ事業」です。
　　　　　   では、そのいくつかを紹介しましょう。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：ここは、道庁の屋上です。
　　　　  おや、木箱の中に、たくさんの蜂がいます！
　　　　　そうなんです、実は、ミツバチを飼っているんです。
          道の職員と養蜂協会が力を合わせて蜂蜜をつくる
          プロジェクト、「赤レンガはちプロ」。
          先日とれた蜂蜜を高橋知事におくる贈呈式も行われ
　　　　　ました。担当の紀井さんにお話を伺いました。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：とれた蜂蜜は、赤れんがの売店で販売され、
　　　　　   道庁のレストランでも、料理に使われています。
　　　　　   みなさんも、ぜひお試しください。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：お、こどもたちが、古文書を読んでいますよ。
　　　　　  実はいま、道立文書館の職員が企画した、
　　　　　  「夏休み子ども歴史教室」が行われています。
　　　　　　担当の石川さんにお話を伺いました。

ﾅﾚｰﾀｰ（女）：チャレジ名は、「ほっかいどう未来づくり
　　　　　  出前講座」。道の職員が企業や町内会へ出向き、
　　　　　　これからの道政のあり方などについて、
　　　　　　みなさんに説明をしています。
　　　　　　担当の鳴海さんにお話を伺いました。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:北海道の養蜂事業に関心をもってもらい、
　　　　　　 蜂蜜の消費拡大につなげようと、この
　　　　　　 プロジェクトをはじめました。
 　　　　  　周りに緑もたくさんあるので、環境もいいんですよ。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:直接会って話せますし、わかりやすいと好評です。

日高振興局:こちらは、日高です。
 　　　　　日高では、土地改良区と小学校が連携して
 　　　　　行う、子どもたちの田植えや稲刈りなどの
 　　　　　体験学習を支援しています。

桧山振興局:こちらは、檜山です。
　　　　　 檜山では、リサイクル活動にチャレンジしました。
　　　　 　出張など外にでる機会を利用して、職員みんな
　　 　　　で駐車場などの空き缶やペットボトルを
　 　　　　回収しました。

渡島総合振興局:こちらは、渡島です。　渡島では、
　　　　　　　 森林づくりの大切さなどを子どもたちに
               伝えるために木育の紙芝居をつくりました。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当:文書館には、たくさんの古文書があります。
 　　　　　　その古文書を使って、開拓時代の北海道を
 　　　　　　教えています。
 　　　　　　また、一般の方にも「古文書解読講座」を
 　　　　　　開いています。

北海道職員:ウィークリー赤れんが。今回は、
 　　　　　すすめ！赤レンガ・チャレンジ！

みんなで：「赤レンガ・チャレンジ」に、ご期待ください！

ﾅﾚｰﾀｰ（男）：職員のアイデアと情熱ではじまる「赤レンガ・
　　　　　　チャレンジ事業」、いま、新しいチャレンジも、
　　　　　　続々進行中です。

みんなで：「赤レンガ・チャレンジ」に、ご期待ください！


